
商品開発による連携

農福連携で新商品を

開発したい！

・安納芋の栽培

・商品のパッケージ

　デザインの提案

・商品のPR

・販売方法の提案

・芋餡のレシピ開発

・長期保存のできる

　芋餡の開発

明野高校の農場で栽培した安納芋を

高校生と一緒に収穫しました

安納芋の餡を使ってあんパンを成型

（ぱんカンぱんの工場にて）

「通常の仕事をしていたら出会うことはない福祉事業所と出会えることができ、交流を通して社会的な問

題にも気づくことができました。新しい発見も多く、特に高校生や障がい者との関わりにはたくさん刺激

を受けました。斬新な発想や行動力にはとても関心しました。」

「障がい者の可能性に驚きました。さつまいもを栽培することから始まった農業、餡つくり、パンつくりな

ど経験していく事でできる事が増えていき、驚きました。」

完成した「あんぱんかん」

を地元マスコミに発表

（明野高校校長室にて）

藤屋窓月堂からひと言

近隣のスーパーマー

ケットやノウフクマル

シェ、大手デパート

高島屋でも販売

　　　災害用備蓄パン「あんぱんかん」の開発

三重県立

明野高等学校
伊勢市小俣町明野148

就労継続支援B型事業所

ぱんカンぱん
松阪市上川町1921-1

有限会社

藤屋窓月堂
伊勢市宇治中之切町46-1


